
「第３章 課題施設に係る需要移転の検証」 補足説明資料

本資料は、本編第３章の検証目的やプロセスを分かりやすくお伝えするための補足資料です。



【補足説明資料】

【補足説明】
課題施設の中には、稼働率が高
い施設が含まれており、需要移転先
の未利用コマの状況によっては、全需
要移転ができない可能性があります。
そこで、本章では、各課題施設の
取組の方向性（第５章）を整理す
る前段として、本取組の実現可能性
について確認することを目的に、需要
移転の検証を行っております。

＜各課題施設の年間稼働率＊＞
川崎能楽堂 27.5％
幸市民館 51.7％
国際交流センター 71.7％
川崎市民プラザー 29.7％
男女共同参画センター 86.0％
＊H28〜H30の平均値

【補足説明】
この表は、４つの生活行動圏の中に
ある公共ホールを示しています。
課題施設からの需要移転は、同じ
生活行動圏内にある他の公共ホール
へ行うことを前提としています。
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【補足説明資料】

【補足説明】
このページでは、課題施設の
需要が他の公共ホールで受け
入れ可能かを検証する第１
段階として、「課題施設の稼
働コマ」と「課題施設以外の
未利用コマ」の比較をしていま
す。

中段の表から、平日と比較
し未利用コマの少ない休日を
見ると、「課題施設の稼働コ
マ」の方が、「課題施設以外
の未利用コマ」より多く、５つ
の課題施設すべての需要移
転はできないことが分かります。

同様に、４つの施設の組み
合わせ（計５パターン）につ
いても、すべての需要移転が
できないことが分かります。

３つ以下の課題施設の組
み合わせによる全需要移転
については、同様の検討だけ
では不可能と判断できないた
め、第２段階として次ページ
以降で詳細な検証を行いま
す。
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【補足説明資料】

【補足説明】
詳細な検証は、各稼働コ
マの利用状況などを踏まえた
具体的な検証を行います。
そこで、以下の条件で、需
要（稼働コマ）を分類しま
す。
①「本番」と「練習」
②「休日」と「平日」
③利用客席数
④利用用途
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【補足説明資料】

【補足説明】
詳細な検証は、下段のイ
メージのように、分類した需要
（稼働コマ）ごとに、条件に
合う未利用コマを有する施設
への需要移転シミュレーション
を行っていき、 ３つ以下の課
題施設の組み合わせにおいて、
すべての需要が移転できる
かを検証します。
なお、需要移転による利用
者への影響を考慮し、課題
施設から近傍にある施設へ
の移転を優先します。

【補足説明】
課題施設Aで「本番・休日・200席・音楽・30コマ」に分類された稼働コマを、近傍の施設に需要移転可能かを検証します。最も近傍の施設Xは、休日の未利
用コマ数、保有客席数の条件は満たしていますが、音楽利用不可の施設であるため、需要移転先としての条件に合う施設で、次に近傍となる施設Yに需要移転
します。このような詳細な需要移転のシミュレーションを課題施設すべてで行い、需要移転ができるかを検証します。
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【補足説明資料】

【補足説明】
詳細な検証の結果、３つ
の課題施設を組み合わせた
すべてのパターンで全需要移
転は不可となりました。
次に、２つの課題施設の組
み合わせについて検証したとこ
ろ、下段のパターン１から７
の組合せで全需要移転が可
能と分かりました。（よって、い
ずれの施設も、単体での全需
要移転可能と分かりまし
た。）

本取組の実現可能性が一
定程度確認できたことから、
第５章において、各施設の
取組の方向性を整理すること
としました。

【補足説明】
この表は、どのようなパターンが需要移転が可能かを示しています。例えば、パターン１であれば、川崎能楽堂と国際交流センターの全需
要を他のホールに移転可能であり、その他の３施設については、全需要移転ができないことを示しています。
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